近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
３クール日報（２月２日～２月７日）
	報告日
天気
	２月４日（日）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：岸田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	近ブロメンバー
	栗森、谷、永松、久保、山岡、有森、岸田、曽谷

	（主な日程）
	8:30 朝礼、本日の活動説明
9:30 石川県ボラバス到着（個人ボランティア37名）
　　　※内10名は中島小学校の清掃に行くため、バスから降りずに直接移動
9:40 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ニーズ受付・現地調査
10:10 ・ボランティア送り出し
12:00 ・田鶴浜地区にマッチング班が出向き、ボランティア活動調整（活動先のアポとり）等
15:00 県ボラ解散
16:20 災害VC運営等に係る打ち合わせ（運営上の課題整理、対応等）
17:00 翌日のマッチングの準備（アポ取り、車両運行予定）
18:00 活動報告集計
18:30 活動終了
19:00 宿舎到着
22:00 3クール情報共有（志賀町含む）
22:30 業務完了（各自記録作成）

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・マッチング班（神戸市、兵庫県内社協、滋賀県社協、滋賀県内社協）
業務内容：オリ、送り出し、ニーズマッチング、車両配車、アポ取り
・ニーズ班（京都市、京都府内社協）
業務内容：①ニーズ受付（電話対応、キントーン入力）
②現地調査（ニーズの現地確認、キントーン入力）
・運営支援（兵庫県社協）
業務内容：七尾市社協との連絡調整、全体の方向性の検討・調整
・第３クールから兵庫県社協が直接的な役割を持たずに、七尾市社協の動きのサポートと全体のサポートを行う動きに変更した。
・現在のボラセンの活動内容に合わせ、ボラセン体制図を作成。意図としては、最低限ボラセンに何名配置するべきなのかを示し、七尾市社協の職員が交代で休めるためのきっかけにしたい。さらに、府県・市内社協ごとにある程度役割を固定化させて、各班にマニュアル作成を指示。
〇VCの状況
［新規ニーズ受付19件（未対応600件弱）、ニーズ対応13件（うち完了11件、継続2件）］
・本日から県ボラバスへの県庁職員の添乗がなくなった。よってバスでのオリエンテーションがなくなるとともに、ボラの人数把握が到着後の点呼となる。（キントーン事前登録者との突合）
・またボラバス出発時間が7：30金沢発⇒8：00金沢発に変更された影響もあり、ボラセン到着時間10：00が目安となることから活動時間がさらに短くなる。人数把握は朝のマッチングに大きく影響するため、対応をお願いしたところ、県が委託業者を配置し、毎朝バス搭乗時に人数を把握し、メールでボラセンに報告が来るようになった。
・保健局よりトイレ掃除について指導あり。ノロウィルス感染拡大防止のため、次亜塩素酸による拭き上げ作業を行うこととなった。さらに、ボラセンの建物内の水タンクに水が入ったので一部で水道が使用可能。ボラの活動後の手洗い、職員・スタッフのトイレ後の手洗いを徹底。
・集積場の混雑は深刻。仮の集積場の確保が望まれる。
　⇒JCルートで空き駐車場（私有地）の借り上げのアポ取りはできる。しかし、災害ごみの集積ということで周りの住民への了解や市環境課との調整も必要。
・今日から避難所として使用していた小学校の清掃活動が開始。学校再開に向けた動きも見え始めている。明日以降も同様の活動を予定している。
・継続ニーズ受付から1か月弱の時間経過をしているケースが出てきていることを考慮すると、一度でも訪問し顔合わせすることに一定の意味があると考える。
・継続配車を主に担当しているJCIと密に連携し、常に配車の状況を把握できるよう努めた。それでも車両数が増えてくる、今後、受入のボラの増加、集積場の混雑を考えると、リアルタイムで車両位置が確認できる「ＧＰＳ」キーホルダーの購入やＮＴＴドコモなどに協力が得られないか七尾市社協から確認・調整を進めることとなった。
○資材の管理・補充
・今日から、ニーズ班（近ブロ）が送り出し時の資材渡しを担当。数量をニーズ票にメモして渡す。

	今後の主な予定
	・2/5　10：00～JCと技術系ボラ対応に向けた関係者打合せ　近ブロも同席
・2/5小丸山小学校、2/７和倉小学校　避難所清掃（市役所依頼）を実施

	調整課題・所感等
	短期的目標：七尾市社協職員を支え、休みを取得できるよう支援
中長期目標：未対応のニーズ、未対応地区への対応を見据えた、「ボラの受け入れ方」「ＪＣとの連携強化」「ＮＰＯ等との連携・ボラセン運営の検討」などボラセン強化への支援
県ボラ、活動時間が短い現状を伝え、移動時間の短縮、団体ボラの積極的登用によるエリアへの帯的な支援の必要性を共有

	その他
	



